バ ラはぺ ッと唾 を はいた。 

そのと き 廊下 一帯 は、 紫の 光線に 染まった。 

博士 コ ハク は、 むつく り 頭 を 持ち あげた。 

そして 一 一人の 学 員に 向い、 

「そ ォら、 音楽 浴 だ。 両手 を あげて —— -」 

と 注意 を 与えた。 

三人が 六本の 手 を 高く 上げた とき、 地底から かすか 

に 呻めく ような 音楽が きこえて きた。 

「ちえ ッ、 いまいましい 第お 番の たましい 泥棒め！」 

ぺ ンは 胸のう ちで 口ぎ たなく ののしつ た。 

第お 番の国 楽 は、 螺旋 椅子 をった わって、 次第々々 



住民た ち は、 はち切れる ような 元気 さ を もって、 螺 

旋 椅子から 飛びお りる のだった。 

ペン も バラ も、 別人の ように 潑剌 としていた 博士 コ 

ハクの あとに したがって、 元気な 足 どり で アリシ ァ区 

に 還つ てきた。 
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ァ ロア ァ 区から 電話が かか つ てきた。 

博士 コ ハク は 受話 機の 前に 出て 釦を おした。 鏡面に 

さざなみ 

漣 がた つた かと 思う と、 大統領 ミル キの 髭の 中に う 



おいて 地底 を 匍う 振動 音楽 を 発生せ しめ、 これ を 螺旋 

椅子 を 通じて 人間の 脳髄に 送り、 脳細胞 を マッサ— ジ 

し、 画一に して 優秀なる 標準 人間に する ことにあった。 

目下のと ころ 音楽 浴に は 国 楽 第 ぉ番が 使われて いるが 

これ は 博士 コ ハクが 大統領 ミル キの 命令に より 改良に 

改良 を 加えた 国 楽で あ つ て、 所謂 第 M 型 標準 人間 を 作 

るに 適した 音楽であった。 第お 型と は、 大統領が 国民 

はかく あらねば ならぬ というお よそ 三十 九 カ条の 条件 

を 満足す る 標準 人間の 型な のであった。 

その 三十 九カ条 をい ちいち 列記す る こと は 差し控え 

るが、 その 条項 中には、 例えば 一、 大統領に 対し 忠誠 



十四 時の ベ つまくな しに 国民に 聞かせよ と 言った けれ 

ど、 それ はコ ハク 博士の 反対に よって とりやめ となつ 

た。 なぜなら、 この 音楽 浴 は 脳細胞 を 異常に 刺戟す る 

ため、 あまり かけて いると 脳細胞 を 破壊して 人間 は 急 

死 を 招く からであった。 だから 現行法 令の ように、 博 

士の 意見 どおり 一 日に 三十 分に 限られる ことにな つた _ 

しかし 大統領 は、 何 か 折 さえ あれば、 もっと 長時間 か 

ける ことにして、 国民の たましい を 完全に 取り あげた 

いもの だと 思って いた。 さっき、 博士に は 完全 人間が 

できて 嬉しい などと 挨拶した が、 あれ はお 世辞に すぎ 

なかった ので ある。 事実 国民 は、 大統領の 希望す る ほ 



ど 二十 四時 間 を 完全に 緊張し つづけ、 また 不平不満ぬ 

きで 生活して いる わけではなかった。 
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十九 時 過ぎの ことだった。 

十九 時と いえば、 古い 時刻で いうならば 午後 七 時に 

当る のだった が、 この 地底に 埋もれて いる 国に は、 明 

ける こと も 暮れる こ ともなく、 いつも 人工 光線の 下で 

生活して いた。 太陽 はいつ もものう き 光線 を 彼らの 国 

の 屋根に 相当す る 地表に 投げ かけて いる だけだった。 



地表に は 蝶 一匹 すら 飛んで いなかった。 たびたびの 戦 

争に、 地表面 は 細菌と 毒ガスと に 荒れ はて 生き物 はお 

ろか 草 一 本 生えて いない 荒涼たる 風景 を呈 していた。 

生き残った 人間と、 わずかの 家畜と 寄生虫と だけが 地 

底に もぐりこんで 種 を 全うした。 

今 も 言 つ た 十九 時 過ぎ のこと だった。 アリシ ァ 区の 

男 学 員 ペンと アリシ 口の 靴 男工 ポ— ル とが 私室に おい 

て 壷の 中の 蜜 をな めながら 話に 夢中に な つていた。 

「ええお い、 まったく これ はばかば かしい ことじ やな 

ヽ ゝ I 

レカ」 

とポ ー ルが 大きな ジ ェ スチュ ァ をしながら ぺ ンをそ 



「ふ ふ ふ、 どう だ 分った か。 これ はナ、 俺が 一年間 か 

かって 繊維 を かためて 作った 振動 減衰器 なんだ。 知つ 

ている とおり、 あの 音楽 浴て え やつ は 耳から 入る の は 

ごく 少 くて、 殆ど 全部が 廊下から 螺旋 椅子 を 伝わ つ て 

身体の 中に 入リ こむ の だ。 だからよ、 この 振動 減衰器 

を臀に 敷いて さえ いれば、 螺旋 椅子から 伝わって くる 

M 番 音楽の 振動 を 相当に 喰い 止める ことができ るんだ。 

だから 俺 は、 あんな 人 喰い 音楽なん かに 酔つ ばらい や 

しないんだ」 

「ふ— ン、 なるほど。 しかし ひどい こと をす る 男 だ。 

それが 知れたら どうす るんだ」 



制する 声 を 押し切って ぺ ンは 大声で 叫んだ。 

「_ —— ああ この こと だな。 お前が 自分で 身体 を 解剖し 

ている つて 噂の あつたの は。 なんだ これ は 大変な 手術 

じ やない か。 俺 は 急に お前が 厭に なった！」 
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約束のと ぉリ、 ちょうど 二十 時であった。 

ァ ロア ァ 区の 戸口に 佇む 一個の 人影が あった。 長身 

のす つきり した 男性だった。 

表札に は 「ミル キ 夫人」 と 記されて あった。 



者で あるよりも、 数等 卓越した 政治家 なんです。 ミル 

キ 閣下な ど は そばへ 寄れない くらいの 偉人なん です」 

r お 言葉が 過ぎ るよう に ぞんじます。 私 は 忠誠 を 誓う 

一 国民に すぎません。 ご 命令に よって 忠実に 動く こと 

が 精々 な 人間です」 

「そんな ことがある ものです か。 この 国 を ミル キが支 

配す るよりも、 貴下が 支配す る ほうが どのく らいいい 

かしれ ない のです。 貴下が 支配者に なれば、 わたし 自 

身 も 今の 百倍 も 幸福に なれる ことでしょう。 博士、 さ 

あこつ ち を 向いて、 わたしの 眼 を 見て 下さい。 わたし 

の 震える 唇 を 見て 下さい ましな。 この 世に わたしが 魂 



と 肉体と を献げ るべ き 男性 は 貴下より 外にな い の です- 

さあ、 どうか わたし を 抱きしめて 下さい。 わたしに 命 

じて 下さい。 わたし は 貴下の ために どんな ことで もし 

ます わ。 ミル キー の 美人で ある わたしが 国民の 前で 

たった 一 言 唇 を 開けば、 国民 はわた しの 言う とおりに 

なります。 わたしの 真の 敬い、 そして 愛する の は 博士 

コ ハクで ある、 皆さん は 博士に 忠誠 を 誓いなさい とい 

えば、 百万 人の 国民 は 立ち どころ にそうす るに ちがい 

ありません。 さあ、 そうして もっとい い 国家 を樹 てま 

しょう。 恋 愛 だ とか 性欲 だと か 嗜好 だと か 人間の 欲望 

を 徹底的に 進展す る 新 国家 を樹 てまし ようよ。 さあ わ 



たし を 早く 抱きしめて 下さい」 

ミル キ 夫人 は 爬虫類 を 思わせる ようなしな やかな 身 

体 をく ねらせて 椅子から 立ち上った。 そして 博士 コハ 

クの 膝に その 全身 を 投げ かけた のだった。 

5 

「まあ、 貴下 はどう かなす つてい らっしゃる のじ やな 

い？」 

と、 ミル キ 夫人 は 博士の 膝の 上で、 愕 きの 声 を あげ 

た。 



灰白色の 毒ガス は ブスと 低い 音 をた てて、 床の 上 を 

匍い、 霧の ように 渦 をまい て、 だんだんと 高く 舞いの 

ぼって ゆく のであった。 夫人の 喉笛 あたりが、 みるみ 

る 真紅に なって いった。 細い 五本の 指 も 赤く 染まって 

いった。 そして その 赤い I 卞は 胸の 白い 煉 絹の 上にまで 

飛び散って いった。 夫人 は 蒼白な 顔 をして 荒々 しい 呼 

吸に 全身 を 鞴 のように はずませ ていた。 

博士 コ ハク は 灰白色の 毒ガスの 中に、 まるで 塑像の 

ように 立って いた。 夫人の 苦しむ 姿 も 目に 入らぬ よう 

であった。 なに かしきりと 考え こんでい るよう にも 見 

えた。 



いたんだ。 もう わたし は、 必ずしも 永遠の 女性で なく 

てよ くな つたんだ。 男性に も なれ るんだ。 ペン、 わた 

しが もしも 女性から 男性に 変った としたら、 貴方 は 

やっぱり わたしに 対して、 今までの ように 憧れる かし 

ら」 

ペン は啞 然として、 バラの 熱弁に 叩かれて いた。 彼 

は - のとき ホッと 溜息 を ついて、 バラに 向つ て慄 える 

唇 を 開いた。 

「ああ 恐ろしい こと だ。 君が 男性になる なんて。 僕た 

ちの 関係 も、 これでもう おしまいだ。 僕 は 生きて いる 

ことの つら さが、 これで また 一 つ 増えた こと をし み じ 



み 感じる よ」 
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女 大臣 アサ リ 女史からの 急ぎの 電話で、 男 学 員べ ン 

と 女 学員バ ラは 急遽 そ の 部屋 を 立ち いでなければ なら 

なかった。 それ は 女 大臣が ミル キ 閣下と ともに、 五分 

後に アリシ ァ区を 訪問 するとい う 知らせ を 受けと つた 

からだった。 

一 一人 は 急行 コンペ— ャ— 移動 路を 巧みに 乗り かえて、 

やっと 定刻までに アリシ ァ 区に 帰って きた。 「博士 コ 



のかた ちで、 そこに は 思いがけな くも ミル キ 閣下が 傲 

然と 立って いた。 

アサ リ 女史 はぺ ンと バラと を 尻 眼に かけて 室内に 闖 

入した。 そして 誰に 言って るの かわから ないような 

そ つぼ を 向いて、 

「アリシ ァ 区の 博士 コ ハク は、 本日 ミル キ 夫人との 醜 

事件に よって 死刑執行 をう けた。 よって アリシ ァ 〔# 

底本で は 「ァ シリア 匕 区の 主任 は 当分のう ち 本 大臣 アサ 

リが 兼任す る。 なお 女 学員バ ラに 臨時 副 主任 を 命ずる。 

終り」 

ペンと バラの 二人 は、 電気に うたれ たように、 慄ぇ 
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爆発！ と 聞いて 女史 は ブル ブルと 身ぶ るい をした。 

博士 を ミル キ 夫人の 室で 虐殺しょう としたと きに、 思 

いがけ ない 爆発が 起って、 二人の 手足が 引裂かれて バ 

ラバ ラ にな つたこと を 思い出し たからで ある。 「では 

やむ を 得ません。 只今 わたしが 安全装置 を 入れてから 

開けます」 

バラ は 観念した ものと 見え、 今 は 悪びれる 様子 もな 

く、 扉の 前に 立って、 三つの 目盛 盤 を 右 や 左に グルグ 

ルと 廻し はじめた。 青と 赤と 黄との パイロットランプ 



バラ は 金網の 前に 立って、 いちいち 説明 をして いつ 

た。 

実に 怪奇 を 極めた 生物 館だった。 一 つと して、 まと 

もな もの はいなかった。 人間の 形 をした もの もいた。 

乳から 上 だけの 人間が 黄色い 液体の 充 たされた 大きな 

ガラス 器の 中に 漬かって いた。 彼 は 両手で ガラスの 管 

を 口に くわえて、 紫色の 液体 を チュウ チュウ 吸い つづ 

けて いた。 その 液体の もと を 見る と、 複雑な 化学 装置 

からでき ていたが、 その 先 は 器 内の 黄色い 液体だった _ 

つまり 黄色い 液が 途中で 紫色の 液に なり、 それが 半身 

人間の 身体 を 通る とまた 黄色い 液に 変る と いう 循 1K 運 



とも 言葉 を かわして、 仲好しに なって いるので す。 本 

当の 人間と 変リ はない のです。 それ を 殺す なんて、 そ 

れは それ は あんまりです」 

バラ は ナイフ を 握る 女 大臣の 手 を 捕えて、 頑と はな 

さなかった。 

「ちょ ッ。 お前さん は 女 大臣に 反抗す るんだ ネ。 よう 

し、 もう 許して 置け ない ッ」 

「でも アサ リ 大臣、 もう 一 度 考え直して 頂けません I 

I それに あの、 博士が 亡くなった のなら、 残された 人 

造 人間 を 大事に して 置かない と、 他の 人の 手で はもう 

再び 人造人間 を 作る ことができない かもしれ ない ので 



「なんだ、 面白く もない。 バラの 奴 は 人造人間 を 愛し 

て やが るし、 女 大臣 は ミル キ 閣下と 密通して いたんだ。 

それじゃ あ 俺 も 遠慮す る ことはなかった。 俺と 仲の い 

い 靴 ェポ— ルの奴 は 身体 を 女性に 直 しゃがつ たが、 あ 

れは 俺と 一 緒に なりたくて そうした のにち がいない。 

ょォ し、 これから 行って 本気で 話 をつ けて こよう や」 
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その 翌朝の ことだった。 

ミル キ 閣下と 女 大臣 アサ リは お揃いの 朝食 をと つ て 



「ナニ どうにかして 扉 を 開けたい と 思って、 頑張って 

いたんだ よ」 

「は あ、 さようで ございま すか。 どの 扉 を 開けようと 

なすって らした のか わかった ものじゃありません わ」 

アサ リ 女史 は、 そばの 金の 停リ 木に とまって いた 青 

い 鸚鵡の 方 を 向いて、 フォ— クの 尖に つきさした 赤い 

肉片 を さしだした。 

飢えた 鸚鵡 は、 それ を 見る より 早く 嘴 を 開いて 肉片 

に とびついた 〔# 「とびついた」 は 底本で は 「とびいた 匕 _ 

だが、 間もなく 床の 上に ポ トンと 肉片の 落ちる 音が し 

た。 飢えた る 鸚鵡が、 せっかく くわえた 肉片 を 惜しげ 



て 来た 国の 宰相 を ミル キ 国に 案内して、 そして 黄金 造 

リの 部屋 を 一 つ 与える 約束で も すれば、 もう 戦争 は 起 

ら ないで しょう」 

「そう 簡単に いくだろう か。 わし は それほど 楽天主義 

ではない」 

そういって いると ころへ、 遠方から、 微妙な 音響が 

聞え て、 それ はいつ も 聞き慣れた メロ ディ— であった _ 

ああ 音楽 浴が 始まり だした の だ。 

「ああ 音楽 浴？ 十八 時の 音楽 浴 じ やない か」 

と 閣下 は 目をパ チクリと したが、 「待てよ。 いま は 

八 時 じ やない か。 音楽 浴が 間違って 始まり だした。 お 



い 係りの 者 は 何 を やつ ている の だ」 

すると アサ リ 女史 は、 いっこう 慌てた 様子 もな く、 

ミル キ 閣下に 向つ て 子供に さとす ように いった。 

r え え 音楽 浴です わ。 今日 か ら 音楽 浴 令 を 変えたん で 

すの よ。 これから は 音楽 浴 を 一時間 置きに、 つまり 一 

日に 二十 四 回 やる ことにしました。 そうすると 国民 は 

今までの 二十 四 倍ち かい 仕事 をす るでしょう。 そうな 

れば、 もう 眠る こと も 食べる こと も 不要なん です。 音 

楽 浴 さえ かければ、 それの 刺戟で 国民 は あと 一 時間 半 

を 疲れ もな く 馬車 馬の ように 働く でしよう。 その後で 

また 次の 音楽 浴 を かければ いいのです」 



声が アリア リと 感ぜられた。 

o 

ミル キ 閣下 は、 昨日と は 打って かわった 不機嫌なる 

体 で 、 室内 をゴ トゴ ト 歩き まわ つていた。 

女 大臣 は 電波 化粧台の 前にす わって、 自分の 分泌 腺 

をし きりと 刺戟しながら、 執拗に も ミル キ 閣下に 話し 

かけた。 

「閣下 はい まに わたしに 感謝な さいます わよ。 閣下 は 

J 存知な いのでし ようが、 今な お 国内 に て 音楽 浴 の 効 



「人間て、 なんて だら しがな いんだろう。 では、 貴下 

が自、 り 観測した、 らど、 つ 9-」 

「私と て 同じ ことです。 どうも 頭脳が 麻痺して いるよ 

うです」 

「ではもう 一 度、 音楽 浴 を かけよう かネ」 

「いや それ はいけ ません。 音楽 浴が 私 どもの 頭脳 を 麻 

捧 して いるんで すから」 

「ちえ ッ。 この 上の 弁解 は 聞きません よ。 そして 貴下 

たちが その 職責 を尽 さなかった ときには、 わたし はす 

ぐに 刑罰 吏 を 派遣し ますよ」 

「女 大臣 どの。 博士 コ ハクと 同じように、 私に 死刑 を 



なるほど 音楽 浴の メロ ディ— が 遠く かすかに 鳴 つ て 

いる。 二人の 隊長 は、 音楽 浴の 法令に 従うた め、 廊下 

に 〔# 「廊下に」 は 底本で は 「廓 下に 匕 出て めいめいの 座 

席に ついている のだった。 ミル キ 閣下 は 憤激の 色 を 表 

わし、 

「なんだ。 困る じ やない か。 戦闘 準備 をよ そに して 音 

楽 浴に 漬からせ とくの かネ。 この 非常時に 国民 全体が 

部署 を 捨てて 音楽 浴 を やって いるなん て、 そんな ベら 

ぼうな 話 はあり やしない」 

「そんな ことはありません。 そうで もしなければ 国民 

全体 を こ つちの 自由に あやつる こと は 出来 やしません 



ように 感激に 震えて いたの を、 未だ かって 見た ことが 

ありません」 

「そうか ネ、 わし はもう 国民の 顔 を 見る のがい やに 

なった」 

「まあ、 閣下 は 神経が お 弱い のです ね。 な あに、 あの 

二人の 忠誠な 隊長に 委せて おけば 大丈夫で すよ」 

それから ものの 四、 五分 もた つた 後の ことだった。 

テレビジョン 電話の ベ ルが 鳴って、 スクリ ー ンの 上に 

再び 前の 二人の 戦隊 長の 顔が 現われた。 二人の 顔 はわ 

ず かこの 四、 五分の 間に、 五 歳 も 六 歳 も 年齢 をと つた 

かの ように 消耗 〔# 「消耗」 は 底本で は 「消 粍 匕 していた。 
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